撮影の設定を変える 一 撮影メニュー 


明るさの測定方法を変更する（回]測光） 

カメラび被写体の明るさを測定するち法を変更でさま 
す。撮影状況により、適正な明るさ（露出）にならな 
いとさに使用します。顔キレイナビび ON のとさは、 
回!測 光は設定でさません。 

■圆マルチ 

シーン自動認識により、さまざまな撮影状況で適正な 
露出び得られます。通常の撮影では、7ルチをおすす 
めします。 

■区]スポット 

画面中央部の露出び最適になるよラに測光します。逆 
光時など、被写体と背景の明るさび大さく異なるとさ 
などに使用します。 

スポット測光時には、測光したい被写体を画面中央に 
配置して撮影してください。 

■[] アベレージ 

画面全体を平均して測光します。構図や被写体により 
露出び変化しにくい特長びあり、白や黒の服を着た人 
や風景の撮影などに使用します。 


メニュ I を使いこなず 
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ピントを合わせるエリアを変える 

(IHAF モード） 


ピント合わせのエ IJ アを変更でさます。ただし、マク 
□撮影時は、ピントは常に中央付近に固定されます。 

■圆センター固定 

画面中央にある被写体にピントを合わせます。 AF/AE 
□ック撮影（一 4] ページ）と併用すると、より効果 
的です。 

■亡]オートエリア 

シャッターボタンを半押しすると、液晶モニター中央 
付近にあるコントラストび高い被写体を自動認識し 
て、その被写体にピントを合わせます。 



半押し AF フレーム 
















■回コンテイニユアス 

動さのある被写体の撮影に適しています。+マーク付 
近の動いている被写体にピントを合わせ続けます。 

<•チェック 

•回コンテイニユアス では、シャッターボタンを押していな 
くてを、常にピントを合わせ続けるため、次のよラな現象び 
起こります。また、バッテ U —残量にごミち意ください。 

-レンズの駆動音びします。 

-バッテ U —の消耗び早くなります。 

mm 自動追尾 

自動 追尾に設定すると、画面中央に図のような枠び表 
示されます。まずピントを合わせたい被写体にその枠 
を合わせます。次に◄ボタンを押して追尾開始を設 
定します。すると被写体の動さに合わせて枠び移動し 
ピントを合わせ続けます。 



<•チェック 

•撮影シーンによっては 自動追尾で きないことびあります。 


撮影の設定を変える 一 撮影メニュー 


顔と個人情報を登録ずる（回個人認識） 

個人認識情報を登録すると、登録した人の顔に優先的 
にピントや露出を合わせて撮影したり、再生時に登録 
した内容（名前や誕生曰など）を表示したりでさます。 

個人認識を ON にする 


D 

日 


撮影メニューか S 回個人認識を選びます。 

個人認識設定画面び表示されます。 


個人認識を選びます。 




日 

B 


MENU / OK ボタンを巧します。 


ON を選びます。 


n MENU / OK ボタンを押します。 

** 登録びできるようになります。 


メニュ I を使いこなす 
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